
４．発見の意義

平成30年9月15日（土）

島根県埋蔵文化財調査センター

１．はじめに

２．普源田砦跡の概要

普源田砦跡と周辺の中世遺跡の位置

・県内の戦国時代の山城跡の全体を発掘調査した例はほとんどなく、郭や堀切、建物の配置など山
　城の全体像を解明する発見になりました。

・普源田砦跡の年代は三隅氏が益田氏と争った最後の時期であり、この地域の歴史を紐解く資料と
　言えます。

普源田砦跡
ふ  げん だ とりで あと

 現地説明会資料
―戦国時代の山城跡の調査―

　島根県教育委員会では、国土交通省中国地方整備局からの委託を受けて、平成27年度から三隅益
田道路建設予定地内の埋蔵文化財発掘調査を行っています。今回は、普源田砦跡の現地説明会を開催
し、みなさまに調査成果をご覧いただきたいと思います。
　なお、調査にあたってご理解、ご協力をいただきました地元の皆様や、国土交通省中国地方整備局
浜田河川国道事務所、浜田市教育委員会を始めとする関係各機関の皆様方にあらためてお礼申し上げ
ます。

　普源田砦跡は、浜田市三隅町岡見の集落を通って日本海へ流れる岡見川右岸の標高約65ｍの丘陵
上に位置しています。周辺には茶臼山城跡、碇石（いかりいし）城跡等の城跡が存在します。平成
29年度までに行われた地表観察で、郭（くるわ）３か所、土塁１か所、堀切2か所、竪堀（たてぼ
り）４か所などの遺構が確認されています。
　今年度は、山城全体の約6,900㎡を調査する予定で、現在は丘陵尾根上を調査し、これまでに竪穴
建物跡１棟、掘立柱建物跡４棟、溝3条などの遺構を検出しています。
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３．今年度の調査成果

現地説明会を開催する遺跡と周辺の主な城館

用 語 解 説

島根県内の中世竪穴建物

普源田砦跡 建物１

1 普源田砦跡 2 蔵廻り遺跡 3 茶臼山城跡 4 高城跡（三隅氏居城）

5 鳶巣城跡（周布氏居城） 6 三宅御土居跡（益田氏居館） 7 七尾城跡（益田氏居城）

普源田砦跡の麓を通る県道171号線は、南西方向の益田市下種町を通り

七尾城へと続いています。また、北東方向には三隅町古湊を経由し、国道9

号線と合流して鳶巣城へと続きます。普源田砦跡は岡見地区を通る街道をお

さえる位置に築かれた城跡と考えられます。
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建物の一部が半地下式となる

「竪穴建物」は、縄文時代から

古墳時代にかけて県内でも数多

く見つかっています。

西日本では奈良時代以降は、

しだいに建てられなくなり、掘

立柱建物が家屋の中心になって

いきます。

一方で、東日本と西日本の一

部の地域では、鎌倉時代から戦

国時代にかけて大小の竪穴建物

が見つかっています。これらは

半地下式の倉庫や工房と考えら

れ、掘立柱建物と同時に建てら

れていたことが分かっています。

島根県内では、これまでに益

田市でのみ確認され、益田川河

口近くの湊町（沖手遺跡・中須

西原遺跡）で３棟、益田市美都

町の銅精錬工房（大年ノ元遺

跡）で５棟以上が見つかってい

ます。

● 郭・曲輪（くるわ） 山頂を削平し傾斜面を削った土を低い面に盛り上げた

りして造られる平場。

● 土塁（どるい） 土を突き固めたり削り残したりして築かれた土手。

● 堀切（ほりきり） 尾根伝いの攻撃を遮断するために、尾根筋に直角に掘り込

んだ空堀。

● 竪堀（たてぼり） 傾斜地での敵の横移動を防ぐために山腹に掘られた空堀。

中須西原遺跡 方形竪穴建物SX41
【参考】月山富田城跡花ノ壇復元建物と堀切堀切２郭２（溝１・２埋没後）と土塁


